
重層的支援体制整備事業に関する区の検討状況について

複合課題や狭間のニーズなど、
既存の制度では対応が困難な課題の増加

現状・課題

取組み内容等
R3 R5 R6R4 R7

着手後３年間 移行準備事業

障害高齢

子ども

複合課題や狭間のニーズの相談の受け止め
包括的相談体制

高齢とひきこもり
世帯（8050）

精神疾患の親と
不登校の子の世帯

介護と育児の
ダブルケア世帯

法定サービス
対象外の
ひきこもり世帯

●高齢、障害、子ども、
生活困窮各分野の現状
把握および課題整理。

●相談支援の本格実施
●地域づくり・参加支援
の課題や不足資源の把
握。

●人材育成研修の実施。

●左記取組みに加え、
①参加支援事業のモデ
ル実施、②アウトリー
チ支援事業のモデル実
施。

●困難ケースに複数課で
対応するために必要な
連携の手法を検討し、
仕組みを構築。

●人材育成研修の実施。

●相談支援、地域づくり、
参加支援、アウトリー
チ支援を一体的に実施。

庁内および関係機関が連携し合い、
誰かに、どこかにつながる地域社会の構築

成果

重層事業本格実施

多機関協働事業

（重層的支援会議）

（仮称）調整会議
推進役

有識者

適宜

助言

障害高齢

子ども

障害高齢

子ども

障害高齢
子ども

重層事業本格実施後

生活
困窮

生活
困窮

生活
困窮

生活
困窮


